
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２７０３

基盤研究(C)（一般）

2015～2013

異なるｲﾝﾃｸﾞﾘﾝｻﾌﾞﾕﾆｯﾄによる骨の力学的刺激受容の特異性と多様性の制御

Different integrins are essential to the specific responses of bone cells to 
variable mechanical stimuli

６００５０６８９研究者番号：

高垣　裕子（Mikuni-Takagaki, Yuko）

神奈川歯科大学・歯学研究科（研究院）・特任教授

研究期間：

２５３５０５４２

平成 年 月 日現在２８   ６   ９

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：骨組織の力学的刺激受容は骨折治癒を促進する低出力超音波パルス (LIPUS)刺激と骨細胞を
標的とする伸展刺激を使い分けるが，骨芽細胞の骨細胞への分化に伴って変化するｲﾝﾃｸﾞﾘﾝのｻﾌﾞﾕﾆｯﾄが調節していると
いう作業仮説を立てた。マウスから単離した骨芽細胞と骨細胞細胞に上述の刺激を２４時間おきに負荷した結果，LIPU
S 刺激を負荷された骨芽細胞が骨細胞に分化し，伸展刺激を司るαvβ3ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝの発現がリン酸化酵素ERK1/2非依存的
に上昇した．さらにα5β1 ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝ関与の下，RANKLやBCl-2の発現がｱﾎﾟﾄｰｼｽを防ぐと共に骨のﾘﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞを遂行させる
と考えられた.

研究成果の概要（英文）：Previous studies of our own and others showed that α5β1 integrin is involved in 
the mechanical response of osteoblasts to low-intensity pulsed ultrasound (LIPUS) and αvβ3 integrin is 
involved in that of osteocytes to stretching, respectively. In this study, we further show that 
differentiation of osteoblasts to osteocytes was accelerated by LIPUS resulting in the increased 
expression of αvβ3 integrin. Treating isolated osteoblasts with neutralizing antibody to α5β1 
integrin prior to the LIPUS exposure inhibited both mechanical response to LIPUS and the increased 
expression ofαvβ3 integrin. Prior treatment with the inhibitor of Mitogen-Activated Protein Kinase 
ERK1/2, PD98059, however, did not. LIPUS prevents apoptosis and induce bone remodeling also through 
α5β1 integrin by the increased expression of BCl-2 and RANKL in the mandibular osteoblasts, in which 
mechanical loading is essential for homeostasis.

研究分野： 硬組織と力学刺激
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１. 研究開始当初の背景 
LIPUS は,1998 年以降我が国においても遷延

性の骨折の治療に保険適用されてきた.我々

は，LIPUS は細胞外からのCa2+ の流入と細胞

増殖を伴わずに骨芽細胞を分化させること，

伸展刺激の受容は骨細胞内へのCa2+ の流入

を伴い，産生されたタンパクが骨芽細胞の骨

形成を促すこと 

を示してきた(Miyauchi et al., J Biol Chem, 

2000, Naruse et al., J Bone Miner Res, 2003).

又その際 関与するｲﾝﾃｸﾞﾘﾝは前者がα5β1を
含むβ1ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝ，後者の場合αvβ3ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝであ

ることも報告した(Watabe et al., Exp Cell 

Res2011および Miyauchi et al., J Bone 

Miner Metab 2006).顎骨から単離した骨芽細

胞は，殆ど負荷を受けない頭蓋骨（由来は外

胚葉で顎骨に類似）及び下肢骨（由来は中胚

葉で異なるが，力学的環境は顎骨に類似）の

細胞と異なり， LIPUS 刺激を負荷した時のみ，

α5β1ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝ依存的にRANKL とBCl-2 を発現

して正常なﾘﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞを行なうことが可能とな

る．力学的負荷を受けたｲﾝﾃｸﾞﾘﾝが機能して下

流の情報伝達が起きることがなければ，ﾘﾓﾃﾞ

ﾘﾝｸﾞの停滞とｱﾎﾟﾄｰｼｽが起こると推測された. 

 

２．研究の目的 
同じﾌｨﾌﾞﾛﾈｸﾁﾝをﾘｶﾞﾝﾄﾞとする異なるｲﾝﾃｸﾞﾘﾝ

α5β1とαvβ3を力学刺激の受容に利用する骨

芽細胞と骨細胞が，骨細胞の分化に伴ってαv
β3ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝを獲得し，異なった力学刺激（実験

的にはLIPUS 刺激と伸展刺激）の受容という

機能を発現できるようになることを明らかに

する. 

 
３．研究の方法 
(1) ８週齢のC57BL6/Jマウスから，すでに一

般的な方法を用いて初代の骨芽細胞を調製す

るが，その際併せてコラゲナーゼと４ｍM 
EGTA処理の組み合わせを繰り返す方法

（Mikuni-Takagaki et al., J Bone Miner 
Res 1995およびMiyagawa et al., PLoS ONE 
2014）で骨細胞を単離した． 
(2) 骨芽細胞を標的とするLIPUS 刺激と骨細

胞を標的とする伸展刺激を一日一回負荷した．

骨芽細胞の骨細胞への分化はケラトカンの発

現の減少やFGF23の発現の増加により検証し

た．力学刺激はこれまで報告した通り24時間

おきに与え，継時的に細胞を回収した．細胞

にそれぞれの刺激を与える際，異なるｲﾝﾃｸﾞﾘ

ﾝ阻害剤（α5β1とαvβ3に対する中和抗体や各

種MAPK阻害剤）で前処理を行う群を設け，ｼｸﾞ

ﾅﾙ伝達経路の検討に供した.ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝの発現も

検討した. 
(3)固定後の免疫染色でタンパク質の発現を，

回収したｍRNA からは遺伝子発現の変化を

解析した． 
 

４．研究成果 

(1) 正常な咬合などの力学刺激の代替と考

えられる LIPUS 刺激負荷の条件下では，

LIPUS 刺激に応じて骨芽細胞が骨細胞の方

向へ分化し，骨細胞を標的とする伸展刺激を

司るαvβ3 ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝがタンパク質・ｍRNA 共に

増加していくのが確認された． 

(2) LIPUS→α5β1 ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝ→RANKL・

BCl-2 の経路により ERK1/2 非依存的に情

報が伝達され，ｱﾎﾟﾄｰｼｽを防ぐと共に骨のﾘﾓ

ﾃﾞﾘﾝｸﾞが遂行できる可能性が示された.  
(3) 一方で，伸展刺激を負荷された骨細胞に

おいては，αvβ3 ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝに同様の増加傾向が

みられたが，(1)の骨芽細胞のような著明な

変化ではなかった． 
(4)骨芽細胞は，力学的負荷を受けることに

より分化し，αvβ3 ｲﾝﾃｸﾞﾘﾝを獲得し，伸展刺

激の受容という機能を発現できるようにな

ると考えられる． 
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